
国際水準GAP[労働安全]チェック様式 記入日　  　　　令和　　　　年　　　　月　　　　日

ＪＡ名　　　　　　　　　ＪＡあいち中央　　　　　　　

生産者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

米 麦 大豆

1
乗用型トラクターで道路走行する時は、事前に路肩を確認するなど危険個所を
把握していますか。走行時は左右ブレーキを連結、シートベルトを着用し、危険
個所では減速して路肩に寄り過ぎないように注意していますか。

☐ ☐ ☐

2
乗用型トラクターへの作業機の着脱では、作業前に取扱説明書を熟読し、不測
の事態に備え、共同作業者とエンジンの停止方法、基本操作、トラブル時の対
処方法を共有していますか。

☐ ☐ ☐

3
乗用型トラクターから降りる時は、必ず降りる場所の安全を確認し、手すりなど
を持ち後ろ向きに降りていますか。 ☐ ☐ ☐

4
コンバインを使用する時は、ほ場の出入り口の整備や補助者による誘導・確認
などコンバインの転倒・転落を防ぐ対策をとっていますか。 ☐ ☐ ☐

5
コンバインを使用する時は、作業者全員が、事前にエンジンの停止方法を確認
し、機械に巻き込まれないよう袖口や裾が締まった服装で作業していますか。 ☐ ☐ ☐

6
コンバインの点検・整備時、作業中に詰まりを除去する時は、巻き込まれを防ぐ
ためエンジンを停止し行っていますか。 ☐ ☐ ☐

7
刈払機を使用する時は、顔面の保護具、保護手袋、安全靴や滑りにくい靴など
適切な履物を着用していますか。 ☐ ☐ ☐

8
刈払機を使用する時は、草刈前に草に隠れている構造物や切り株、大きな石を
点検していますか。刈刃に絡まった草を取り除く時は、必ずエンジンを停止して
いますか。

☐ ☐ ☐

9
ブームスプレーヤをトラックに積み降ろす時は、長さ、幅、強度が十分な歩み板
を使用し、前後進どちらか適切な向きで進行していますか。 ☐ ☐ ☐

10
無人航空機を操縦し空中散布する時は、機体の機能・性能知識、操縦技能を
習得していますか。操縦者と補助者で事前に実地確認し、綿密なコミュニケー
ションを心掛け散布を行っていますか。

☐ ☐ ☐

道
具
の
安

全
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11
脚立を使用する時は、作業に応じた高さで踏みざん幅の広い脚立を用い、開脚
防止チェーンを掛け、天板に乗らない、脚立から身を乗り出して作業しない、乗
降時重いものを持たないようにしていますか。

☐ ☐ ☐

12
ガソリン、軽油、灯油を保管する場合は、適正な容器に入れ、保管場所では、火
気やストーブなど高温のものの取り扱いを厳禁にしていますか。 ☐ ☐ ☐

13
危険物に指定されている農薬を保管する場合は、普通の農薬と分けて、保管場
所には「医薬用外毒物」「医薬用外劇物」「火気厳禁」など表示していますか。 ☐ ☐ ☐

14
農薬を散布する時は、防除衣や保護具を着用し、風の弱い日や時間帯を選ぶ
など農薬が付着しないように注意していますか。 ☐ ☐ ☐

15
農薬散布後は、全身を石けんでよく洗い、当日は飲酒を控え、早く就寝していま
すか。 ☐ ☐ ☐

16
肥料など重量物を積み上げる作業や積荷の上での作業は、倒壊・転落の危険
があるため、箱や袋などは、倒壊しないよう組んで積み、積み過ぎ、荷物の中
抜きはしないようにしていますか。

☐ ☐ ☐

17
消石灰や生石灰を施用する時は、肥料袋の裏面の使用上の注意を確認し、保
護具、長袖の服を着用していますか。 ☐ ☐ ☐
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18 施設の高所で作業する時は、ヘルメットを着用していますか。 ☐ ☐ ☐

19
作業安全や作業効率向上のため、4S(整理・整頓・清掃・清潔)に取り組んでい
ますか。施設内の転倒、挟まれ事故を防ぐため4Sを実践し、通路や作業スペー
スを確保していますか。

☐ ☐ ☐

20
暑い時の作業では、熱中症警戒アラートなどを確認し、行動の目安としていま
すか。暑熱環境下では、高温時の作業は避け、20分おきに水分補給したり、
ファンがついた空調服を着るなど熱中症対策に取り組んでいますか。

☐ ☐ ☐

21
腰を曲げたり、長時間同じ姿勢を続ける作業は腰痛などの原因となるため、腰
掛けを使用したり、作業台の高さや配置を工夫するなど作業姿勢を見直してい
ますか。また、ストレッチ体操や休憩により疲労回復に努めていますか。

☐ ☐ ☐

22
重量物の運搬では、荷物の分割、台車の利用、アシストスーツなど補助装置の
着用、小休止・休憩をとり連続作業しないなど腰痛や転倒防止に取り組んでい
ますか。

☐ ☐ ☐

23
農作業事故に備え、緊急時の連絡体制を確認し、作業時には携帯電話を必ず
所持し、応急処置ができるように救急道具を作業場や車両の中に置いています
か。

☐ ☐ ☐

24
農作業事故に備え、家族経営の場合は、労災保険特別加入制度に、従業員を
雇用している場合は労災保険に加入していますか。また、必要に応じて、傷害
共済等各種の任意保険に加入していますか。

☐ ☐ ☐

25
信頼できる供給元から種苗を購入していますか。種苗の調達と育苗の管
理に関する記録を保管していますか。 ☐ ☐

26
購入した種苗の表示を確認し、農薬の使用履歴を栽培日誌へ記録してい
ますか。 ☐ ☐

27
農薬は、飲食料品の容器へ移し替えせず、農薬もれの対策をして、鍵を
かけて適切に保管していますか。 ☐ ☐

28
購入した肥料は、登録・届出の表示があるものを使用していますか。家畜
ふん堆肥は、完熟堆肥であることを確認していますか。 ☐ ☐

29
出荷用包装資材は、水や土、肥料などとふれることのないよう、清潔に保
管していますか。 ☐ ☐

30
ほ場や施設の周囲が有害生物の住処とならないよう、不要物は放置せ
ず、除草するなど清潔に保っていますか。 ☐ ☐

31
【隣接ほ場からの農薬飛散の影響が懸念される場合】 隣人と情報交換し
たり、飛散防止ネットを設置するなど対策をしていますか。 ☐ ☐

32 【水稲の場合】 水の濁りや異臭がないことを確認していますか。 ☐ ／

33
【水稲の場合】出穂3週間前後は常に水が張られた状態を保っています
か。 ☐ ／
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34
栽培施設、乾燥調製施設にはペットを入れないようにしていますか。施設
に壊れた部分を見つけた時は修理するなど施設を管理していますか。 ☐ ☐

35
ほ場や施設から通える範囲内に使用できるトイレや手洗い設備はありま
すか。作業時に使用するトイレや手洗い設備は、定期的に清掃していま
すか。

☐ ☐

36
【低温保管の設備、施設を保有している場合】 定期的に清掃し、結露した
水滴が農産物にふれないようにしていますか。 ☐ ☐

37
【乾燥調製施設を保有している場合】乾燥調製施設は、定期的に窓や扉
を開けたり、換気扇をまわし、通風、換気し、建物内や設備の内部を十分
に乾燥させていますか。

☐ ☐

38
【乾燥調製施設を保有している場合】乾燥調製施設内には使わない機材
や器具を放置せず、作業後は、作業場内の整頓を行っていますか。農産
物残さなど廃棄物は、乾燥調製施設内に放置しないようにしていますか。

☐ ☐

39
ねずみなどの痕跡を発見した時は、殺そ剤を置くなど対策をとり、ふん等
で汚染されている場合は清掃・消毒していますか。 ☐ ☐

40
ほ場などに残さをすき込む時は、長期間残さを放置しないようにしていま
すか。 ☐ ☐

4
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41
家畜ふん堆肥は、なるべく早く土壌とよく混和させていますか。堆肥の使
用後、収穫や出荷調製を行う時は、よく手洗いし、履物・作業着を替えて
から作業をしていますか。

☐ ☐

42
農薬の使用前に防除計画をたて、実際の作業の際、もう一度、農薬ラベ
ルを確認して散布していますか。作業後、栽培日誌に記帳して出荷前ま
でにJAへ提出していますか。

☐ ☐

43
【麦類の場合】赤カビ防除は適期（茎立期、開花期の2回）に行っています
か。 ／ ☐

44 周囲のほ場や作物への農薬飛散に注意して農薬を散布していますか。 ☐ ☐

45
防除器具は、使用前に点検し、使用後は十分洗浄していますか。残液や
器具を洗浄した水は、適切な場所に廃棄していますか。 ☐ ☐

46
農薬散布後、他の作業をする時は着替え・手洗いを行い、防除衣は農薬
保管庫以外の場所で保管していますか。 ☐ ☐

47
下痢やおう吐など感染症が疑われる時は、収穫等を行わないようにして
いますか。手指に傷がある場合は、手当てし手袋を着用していますか。 ☐ ☐

48
収穫や乾燥調製作業では、清潔な作業着や帽子など被り物を着用し、衣
服の胸ポケットから物が落ちないようにしていますか。 ☐ ☐

49 喫煙・飲食は決めた場所で行っていますか。 ☐ ☐

50
収穫や乾燥調製時には、咳やくしゃみが出る時など必要に応じてマスクを
着用していますか。 ☐ ☐
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51 ほ場内での異種穀粒除去、除草対策を実施していますか。 ☐ ☐

52
収穫の際には、品種ごと刈取日を決め、品種が変わるつど、収穫用機械
等の清掃を徹底していますか。 ☐ ☐

53
【乾燥調製施設を保有している場合】異種穀粒・異物混入対策を行うた
め、粒厚選別機、比重選別機、色彩選別機、石抜き機などを使用してい
ますか。

☐ ☐

8
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具
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54
トラクターや運搬車両など農機は、定期的に洗車するなど清掃し、清潔に
保っていますか。家畜ふん堆肥を運搬した車両は荷台を洗浄し、収穫物
を容器に入れるなどして荷台に直接ふれないようにしていますか。

☐ ☐

9
化
学
物
質
汚
染

防
止 55

衛生害虫用殺虫剤、農薬、防除器具、燃料、機械油、洗剤、消毒剤など
は、出荷物や設備・器具・資材に付着しないように使用、保管、運搬して
いますか。

☐ ☐

56
収穫作業では、倒伏や病害虫などの被害が多い稲もしくは麦は、区別し
て収穫し、乾燥調製を行っていますか。 ☐ ☐

57
収穫物や乾燥調製済みの出荷物は、長時間放置することなく、直接日光
を当てないようにするなどして適切な温度を保ち、品質劣化しないように
していますか。

☐ ☐

58
購入した種苗の表示を確認し、農薬の使用履歴を栽培日誌へ記録してい
ますか。 ☐

59
農薬は、飲食料品の容器へ移し替えせず、農薬もれの対策をして、鍵を
かけて適切に保管していますか。 ☐

60
購入した肥料は、登録・届出の表示があるものを使用していますか。家畜
ふん堆肥は、完熟堆肥であることを確認していますか。 ☐

61
包装資材は、土や肥料などとふれることのないよう、清潔に保管していま
すか。 ☐

62
ほ場や施設の周囲が有害生物の住処とならないよう、不要物は放置せ
ず、水溜まりや常に湿った場所をなくし、除草するなど清潔に保っていま
すか。

☐

63
【隣接ほ場からの農薬飛散の影響が懸念される場合】 隣人と情報交換し
たり、飛散防止ネットを設置するなど対策をしていますか。 ☐

64
施設にはペットを入れないようにしていますか。壊れた箇所を見つけた時
は修理するなど施設を管理していますか。 ☐

65
作業場に使わない機材や器具を放置せず、作業後は、作業台や床の清
掃、作業場内の整頓を行っていますか。 ☐

66
ほ場や施設から通える範囲内に使用できるトイレや手洗い設備はありま
すか。作業時に使用するトイレや手洗い設備は、定期的に清掃していま
すか。

☐

67
ねずみなどの痕跡を発見した時は、殺そ剤を置くなど対策をとり、ふん等
で汚染されている場合は清掃・消毒していますか。 ☐

68
農産物残さなど廃棄物は、施設内に放置しないようにしていますか。ほ場
などに残さをすき込む時は、長期間残さを放置しないようにしています
か。

☐

1
0
出
荷
物
の
管
理

1
資
材
の
適
切
な

受
入

、
管
理

2
周
辺
環
境
の

確
認
・
対
策

3
施
設
・
設
備
の
管
理

７
異
種
穀
粒
・

異
物
混
入
対
策



国際水準GAP[労働安全]チェック様式 記入日　  　　　令和　　　　年　　　　月　　　　日

ＪＡ名　　　　　　　　　ＪＡあいち中央　　　　　　　

生産者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

米 麦 大豆

チェック作業
工程

番
号

チェック項目

4
堆
肥
に
よ
る

汚
染
防
止

69
家畜ふん堆肥は、なるべく早く土壌とよく混和させていますか。堆肥の使
用後、収穫や出荷調製を行う時は、よく手洗いし、履物・作業着を替えて
から作業をしていますか。

☐

70
農薬の使用前に防除計画をたて、実際の作業の際、もう一度、農薬ラベ
ルを確認して散布し、作業後、栽培日誌に記帳して出荷前までにJAへ提
出していますか。

☐

71 周囲のほ場や作物への農薬飛散に注意して農薬を散布していますか。 ☐

72
防除器具は、使用前に点検し、使用後は十分洗浄していますか。残液や
器具を洗浄した水は、適切な場所に廃棄していますか。 ☐

73
農薬散布後、他の作業をする時は着替え・手洗いを行い、防除衣は農薬
保管庫以外の場所で保管していますか。 ☐

74
下痢やおう吐など感染症が疑われる時は、収穫や出荷調製作業を行わ
ないようにしていますか。手指に傷がある場合は、手当てし手袋を着用し
ていますか。

☐

75
収穫や出荷調製作業では、清潔な作業着や帽子など被り物を着用し、衣
服の胸ポケットから物が落ちないようにしていますか。 ☐

76 喫煙・飲食は決めた場所で行っていますか。 ☐

77
収穫や出荷調製時には、咳やくしゃみが出る時など必要に応じてマスクを
着用していますか。 ☐

7
異
物
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78
【大豆の選別、選粒で専用機械を使用する場合】適切な粒量とスピードで
機械を使用し異物除去を行っていますか。 ☐

79
トラクターや運搬車両など農機は、定期的に洗車するなど清掃し、清潔に
保っていますか。家畜ふん堆肥を運搬した車両は荷台を洗浄し、収穫物
を容器に入れるなどして荷台に直接ふれないようにしていますか。

☐

80
衛生害虫用殺虫剤、農薬、防除器具、燃料、機械油、洗剤、消毒剤など
は、出荷物や設備・器具・資材に付着しないように使用、保管、運搬して
いますか。

☐

81
収穫や出荷調製済みの出荷物は、腐敗、変敗しないよう、長時間、直接
日光を当てないようにするなどして適切な温度を保ち、傷まないようにし
ていますか。

☐

82
堆肥や肥料、廃棄物と出荷物を一緒に積んで運搬する時は、出荷物が
他の荷物に触れないようにしていますか。 ☐
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